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0. イントロダクション
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■
エルサレム

ニネベ
■

バビロン
■

エジプト

新バビロニア
帝国

ペルセポリス
■

第一次捕囚後に、エジプトを侵略
第三次捕囚で、エルサレムを完全に破壊



■著者 …ダニエル

■場所 …バビロン

■時代 …バビロン～ペルシャまで(約70年間)

■構成 …1～6章は歴史、7～12章は預言が中心

■言語 …1章 ヘブル語
…2～7章 アラム語(異邦人が対象)
…8～12章 ヘブル語(イスラエル対象)

ダニエル書について



Ⅰ. 王の夢 ダニエル書 2章1～22節



王の夢 心騒ぐ夢 ダニエル2:1
ネブカドネツァルの治世の第二年*に、ネブ
カドネツァルは何度か夢を見た*。そして
そのために心が騒ぎ、彼は眠れなかった。

＊実質3年目…即位年の翌年からカウント
＊何度も同じ夢を見た…主による夢の特徴
■異邦人への主の呼びかけに、
主が度々用いられる方法が、夢。
例) エジプトのファラオとヨセフ



王の夢 賢者の招集 ダニエル2:2～3
そこで王は命令を出し、呪法師、呪文師、
呪術者*、カルデア人*を呼んで、王にその
夢の意味を告げるように命じた。彼らが来
て王の前に立つと、王は彼らに言った。
「私は夢を見たのだが、その夢の意味を知
りたくて私の心は騒いだ。」

＊バビロンの法典と、占星術や魔術に
基づき、国が営まれていた。
＊優秀とされた、純血種のバビロニア人



王の夢 カルデア人たち ダニエル2:4
カルデア人たちは、アラム語で王に告げた*。
「王よ、永遠に生きられますように*。どうぞ
その夢をしもべどもにお話しください。そうす
れば、私どもはその意味をお示ししましょう」

＊この節から7章まで、底本もアラム語
異邦人に関する預言が中心

＊王への慣例的な挨拶の言葉
■バビロニアで重視されていた、夢解き

神は、彼らのことばで語りかけられた。



王の夢 王の絶対命令 ダニエル2:5～6
王はカルデア人たちに答えた。「私の言うこ
とは絶対である*。もし、おまえたちが私にそ
の夢とその意味を告げることができなければ、
おまえたちは手足をばらばらにされ、おまえ
たちの家はごみの山となる。
しかし、もし夢とその意味を示せたら、贈り
物と報酬と大きな栄誉を私から受けることに
なる。だから、夢とその意味を私に示せ。」

＊バビロニア王の権威は、絶対!!
以降の歴史では存在しないほどの権威



王の夢 王の不信感 ダニエル2:7～8
彼らは再び答えた。「王が、しもべどもに
その夢をお話しくださいますように。そうす
れば、私どもは意味をお示ししましょう。」
王は答えた。「私には、はっきり分かって
いる。おまえたちは私の言うことが絶対であ
ると分かっているので、時をかせごうとして
いるのだ｣

■絶対的権威を持つ王と、家臣の間に、
本当の信頼関係はなかったと分かる。
嘘や偽善の上には成り立たない



王の夢 王の要求 ダニエル2:9
｢もしおまえたちがその夢を私に告げないなら、
おまえたちへの判決はただ一つだ。
おまえたちは時が変わるまで、偽りと欺きの
ことばを私の前に述べようと決めている。
だから、どんな夢かを私に言え。そうすれば、
おまえたちがその意味を示せるかどうか、私
に分かるだろう。」

■家臣たちの偽善を見抜いた王は、
極めて厳しい条件を突きつけた。
背後には主の働きかけが!!



王の夢 無理難題 ダニエル2:10～11
カルデア人たちは王の前で答えた。「この地
上には、王の心のうちを明らかにできる者は一
人もおりません。どんな偉大な権力のある王で
も、このようなことを呪法師や呪文師、あるい
はカルデア人に尋ねたことはかつてありません。
王がお求めになっていることは、難しいこと
です。肉なる者と住まいをともにされない神々
以外に*、それを王の前に示すことができる者
はおりません。」

＊神だけができると、明らかに!!



王の夢 王の怒り ダニエル2:12～13
王は怒り、大いにたけり狂い、バビロンの
知者をすべて滅ぼせ*と命じた。
この命令が発せられたので、知者たちは殺
されることになった。また人々は、ダニエ
ルとその同僚たちさえ捜して殺そうとした*。

＊ダニエルたちも、知者と認識されていた。



王の夢 王の親衛隊長 ダニエル2:14～15
そのとき、ダニエルは、バビロンの知者たち
を殺すためにやって来た王の親衛隊長アルヨ
クに、知恵と思慮深さをもって応対*した。
彼は王の全権を受けたアルヨク*にこう言っ
た。「どうしてこんなに急な命令が王から出
たのでしょうか。」すると、アルヨクは事の
次第をダニエルに知らせた。

＊王に代わり、即、処刑することもできる
■アルヨクへの対応*一つが、運命を左右!!

最初から絶体絶命の正念場!!



王の夢 4人の祈り ダニエル2:16～17
そこでダニエルは王のところに行き、王にそ
の夢の意味を示すため、しばらくの時を与え
てくれるよう願った。それからダニエルは自
分の家に帰り、自分の同僚のハナンヤ、ミ
シャエル、アザルヤにこのことを知らせた。
それは、ダニエルとその同僚たちがほかのバ
ビロンの知者たちと一緒に滅ぼされることが
ないように、この秘密について天の神にあわ
れみを乞うためであった。

■3人の友と、主の前に祈ったダニエル。



王の夢 主への賛歌 ダニエル2:19～21
そのとき、夜の幻のうちにこの秘密がダニエ
ルに明らかにされた。ダニエルは天の神を
ほめたたえた。ダニエルはこう言った。
「神の御名はほむべきかな。とこしえからと
こしえまで。知恵と力は神のもの。
神は季節と時を変え、王を廃し、王を立てる。
知恵を授けて賢者とし、知識を授けて悟りの
ある者とされる。｣

■主は永遠。時も季節も支配する。王の権威
も、知者の知恵も知識も、神からのもの。



王の夢 主への感謝 ダニエル2:22～23
神は、深遠なこと、隠されていることを明ら
かにし*、闇の中に何があるかを知り、ご自分
の内に光を宿される。
私の父祖の神*よ。私はあなたに感謝し、あな
たを賛美します。あなたは私に知恵と力を授け、
今、私たちが尋ねたことを私に明かし、王の心
の内を私たちに明かしてくださいました」

＊真理・真実を明らかにされるのは、主ご自身
＊アブラハムから始まり、イスラエルを
守り、導かれ続けてきた、恵みの約束の神



Ⅱ. 夢の解き明かし ダニエル書2章23～49節



解明 王の前へ ダニエル2:24～25
それでダニエルは、王がバビロンの知者たちを
滅ぼすために任じたアルヨクのもとに行き、彼
にこう言った。「バビロンの知者たちを滅ぼし
てはなりません。私を王の前に連れて行ってく
ださい。私が王に夢の意味をお示しします。」
そこで、アルヨクは急いでダニエルを王の前に
連れて行き、王にこう言った。「ユダからの捕
虜の中に、王に夢の意味を告げることができる
男を見つけました。」



解明 王の疑念 ダニエル2:26～27
それで王は、ベルテシャツァルという名のダ
ニエルに言った。「私が見た夢とその意味を、
本当に私に告げることができるのか*。」
ダニエルは王に答えた。「王が求めておられ
る秘密を王にお示しすることは、知者や、呪
文師、呪法師、占星術師などにはできません｣

＊呪術師たちの欺瞞を見抜いた一方、
自分の要求に応えられる者がいるとも
王は考えていなかった？



解明 天の唯一の神 ダニエル2:28
｢しかし天に秘密を明らかにするひとりの神が
おられます*。この方が終わりの日に起こるこ
とをネブカドネツァル王に示されたのです。
あなたの夢、寝床であなたの頭に浮かんだ幻
は次のとおりです」

＊祭司の民イスラエルのなすべき証し
■夢の解き明かし以上に重要なのは、
イスラエルの唯一の神を証しすること!!



解明 啓示される神 ダニエル2:29～30
王よ。あなたが寝床で思い浮かべていたのは、
これから起こることです。秘密を明らかにさ
れる方が、これから起こることをお示しに
なったのです。
この秘密が私に明らかにされたのは、すべて
の生ける者にまさって私に知恵があるからで
はなく、その意味が王に告げられることに
よって、あなたの心の思いをご自身がお知り
になる*ためです。

＊バビロニアの王を、主が導かれている!!



解明 王の夢 ダニエル2:31～32
王よ。あなたが見ておられると、なんと、一
つの巨大な像が現れました。この像は巨大で、
異常な輝きを放って、あなたの前に立ってい
ました。その姿は恐ろしいものでした。
その像は、頭は純金、胸と両腕は銀、腹とも
もは青銅、すねは鉄、足は一部が鉄、一部が
粘土でした。



解明 王の夢 ダニエル2:34
あなたが見ておられると、一つの石が人手に
よらずに切り出され、その像の鉄と粘土の足
を打ち、これを粉々に砕きました。
そのとき、鉄も粘土も青銅も銀も金も、みな
ともに砕け、夏の脱穀場の籾殻のようになり、
風がそれを運んで跡形もなくなりました。そ
して、その像を打った石は大きな山となって
全土をおおいました。

これがその夢でした。私たちはその意味を王
の前に申し上げましょう。



解明 王の権威 ダニエル2:37～38
王の王である王よ。天の神はあなたに国と権
威と力と栄誉を授け、また人の子ら、野の生
き物、空の鳥がどこに住んでいても、これを
ことごとくあなたの手に与えて、治めさせら
れました。あなたはあの金の頭*です。

■王の権威は、天の神が与えられたもの
全地の支配権が与えられている

■バビロニア王には、完全な王権が授与
金の頭*(＝完全な王権)



解明 帝国の変遷 ダニエル2:39～40
あなたの後に、あなたより劣る*もう一つの
国が起こり、その次の第三の青銅の国が全地
を治めるようになります。
そして第四の王国ですが、それは鉄のように
強い国*です。鉄はすべてのものを砕いてつぶ
しますが、その国は、打ち砕く鉄のように、
先の国々をすべて粉々に砕いてしまいます。

＊“王権の純粋性”において劣っていく
＊力は最強だが、王権は極めて弱い



解明 終末の帝国 ダニエル2:41
あなたがご覧になった足と足の指は、
その一部が陶器師の粘土、一部が鉄でし
たが、それは分裂した国のことです。そ
の国にはある程度までは鉄の強さもあり
ますが、あなたがご覧になったように、
その鉄は粘土と混じり合っています。

■世の終わりの帝国は、
強さと脆さを併せ持つ。
王権は弱く、神が認めたものではない。



解明 分離国家 ダニエル2:42～43
その足の指が一部は鉄、一部は粘土であった
ように、その国は一部は強く、一部はもろい
でしょう。
鉄と粘土が混じり合っているのをあなたがご
覧になったように、それらは子孫の間で互い
に混じり合うでしょう。しかし鉄が粘土と混
じり合わないように、それらが互いに団結す
ることはありません。

■強さと弱さが混じり合っているが、
結束は弱く、全体も極めてもろい。



解明 究極の王国 ダニエル2:44
この王たちの時代に、天の神は一つの国*を
起こされます。その国*は永遠に滅ぼされるこ
とがなく、その国*はほかの民に渡されず、反
対にこれらの国々をことごとく打ち砕いて、
滅ぼし尽くします。しかし、この国*は永遠に
続きます。

■栄枯盛衰、すべての帝国は滅んできたが、
最後の国は、永遠に続く。
究極の王国*(＝神の王国*)



解明 一つの石 ダニエル2:45
それは、一つの石*が人手によらずに山から
切り出され、その石*が鉄と青銅と粘土と銀と
金を打ち砕いたのを、あなたがご覧になった
とおりです。大いなる神が、これから後に起
こることを王に告げられたのです。その夢は
正夢で、その意味も確かです。」

＊神ご自身が生み出された、メシア
…メシアは、岩。キリストは、かなめ石。

■最後にメシアが、終末の帝国を滅ぼし、
永遠の神の王国を立てられる。



■イザヤ書28:16

それゆえ、【神】である主はこう言われる。
「見よ、わたしはシオンに一つの石を礎として据える。
これは試みを経た石、堅く据えられた礎の、尊い要石。
これに信頼する者は慌てふためくことがない。｣

石＝メシア



■使徒4:10～11

皆さんも、またイスラエルのすべての民も、知っていただ
きたい。この人が治ってあなたがたの前に立っているのは、
あなたがたが十字架につけ、神が死者の中からよみがえら
せたナザレ人イエス・キリストの名によることです。

『あなたがた家を建てる者たちに捨てられた石、
それが要の石となった』というのは、この方のことです。

石＝メシア



解明 ひれ伏す王 ダニエル2:46～47
それで、ネブカドネツァル王はひれ伏して
ダニエルを拝し*、ささげ物と芳ばしい香りを
彼に献げるように命じた。
王はダニエルに答えた。「あなたがこの秘密
を明らかにすることができたからには、あなた
がたの神こそ、神々の中の神、王たちの主、
また秘密を明らかにする方であるに違いない」

＊王が偶像礼拝者だとよく分かる。
■王は、イスラエルの神を恐れた。

ダニエルは、重大な使命を果たした。



解明 任官 ダニエル2:48～49
そこで王は、ダニエルを高い位に就けて、多
くのすばらしい贈り物を与え、バビロン全州
を治めさせて、バビロンのすべての知者たち
をつかさどる長官とした。
王は、ダニエルの願いによって、シャデラク、
メシャク、アベデ・ネゴに、バビロン州の行
政をつかさどらせた。しかしダニエルは王の
宮廷にとどまった。

■ダニエルたちの要職への登用により、
捕囚のイスラエルの民の信仰と生活も保証



Ⅳ． まとめと適用 神の王国をゴールに見据えて



異邦人の時 世界帝国の変遷
特徴力王の権威素材国

絶対王制
(専制君主)★★★★★金➊バビロニア

立憲君主制★★★★★銀➋ペルシア

民主制
(独裁)★★★★★銅➌ギリシャ

共和制★★★★★鉄➍ローマ

統一と分裂ーー鉄と陶器終末の王国

千年王国★★★★★★★★★★自然の石
(メシア)神の王国

王が絶対

力と富が絶対

完全な王国

混沌



■世界帝国の変遷
➊王の権威は弱くなっていく
➋力は強くなっていく

■バビロン捕囚から、メシアの王国が建てられるまで続く
…今は、第四帝国(ローマ)の延長 力と富が絶対

■聖書的な理想の統治は、王制。しかし、人間が王になると…
民主制は、人間的知恵による妥協の産物。現状ではベスト？!

異邦人の時 理解のポイント

メシアが建てる王国が、究極の完成した王国



■今の第四帝国の時代は、ローマの延長線上

■ローマとは？
軍事力と経済力において、他の追随を許さなかった。
精神性、霊性は、空白 言語も文化も他から流用

この文脈でのキリスト教国教化

■力と財がすべて、欲望を満たすことが善。政治も文化も手段。
この傾向は、これからますます強まっていくだろう

第四帝国の時代に生きる私たち



■ローマ帝国化のイスラエルも腐敗。すべては力と富次第。
金持ち＝信仰者。ユダの裏切りは、カネから。

■精神性が空白の時代に、真理を求めた人々も。
イスラエルの残れる者。神を恐れる異邦人たち。

■神の権威をもってメシアが現れ、教会(信者の会衆)を建てた。
キリストの体である教会は、神の王国の先取り
私たちはすでに、究極の王国の永遠の民とされている

権威不在の時代に生まれた教会

いつでも、この時代のゴールを見据えて歩んでいこう!!



■力と富がすべて、欲望を満たすのが善という時代に、
永遠に変わらない真理を掲げ続けて行くのが、信者の使命。

求める人との出会いを祈り、福音を伝えて行こう。

■個人的にも、世界的にも、霊的戦いは激しさを増していく。
私の思い・感覚ではなく、御言葉に従おう。

■交わりの中で聖化の道を歩み、私の信仰は成長しているか？
正しい適用力は、学びの深まりと実践の繰り返しが結ぶ実。

★ 神の王国をゴールに見据えて ★

主の約束に堅く立ち、トライ&エラー 信仰の道を歩み続けよう



「天のお父さま。わたしの罪をゆるしてください
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

私の内に住まわれるご聖霊が、私を導いてくださいます。
主にある兄弟姉妹との交わりの内に、私は歩みます。
御言葉を命の糧として、砕かれつつも、成長する者としてください。
約束された神の王国の民として、主の証人として遣わしてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

し

みっかめ しん

こかみ

てん とう つみ

しゅ いのな

しょうにん

あゆ

せいれい

くだ

うちまじしゅ

みちびわたし すうち

みことば いのち

やくそく

かて

しゅ

ものせいちょう

わたし

おうこくかみ たみ つか

きょうだいしまい わたし


